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Customs and Trade Automated Interface Requirements  

	一時的輸入税関担保


	本章は一時的輸入税関担保の有効期限を変更及び受理するための　　　ﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XA (入力)
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これは申告者が一時的輸入税関担保(申告種類符号23)の延長を要請できるようにする必須の入力　ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XO (出力)
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これは一時的輸入税関担保の延長依頼に関する結果についての通知を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子X1 (出力)
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これは一時的輸入税関担保(TIB)が何時期限切れする予定になっているかについての通知を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。 このﾚｺｰﾄﾞは申告種類符号23(TIB)納税申告に限り返される。 

一時的輸入税関担保
一時的輸入税関担保(TIB)ﾚｺｰﾄﾞ(XA)は申告者がTIBの延長を要請できるようにする、(X0)は延長依頼に関する結果についての通知を提供し、及び(X1)は有効期限がまもなく終了するTIB申告の一覧表を提供する。
期限切れ一時的輸入税関担保(TIBs)
ACSは、TIB担保の有効期限がまもなく終了する(１ヵ月以内)時に、自動化した(申告ｼｽﾃﾑを利用する)申告者への通知を自動的に提供する。
入力：入力ﾚｺｰﾄﾞはない。
出力： ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X1 は必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はTSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

一時的輸入税関担保(TIB)の延長
ACS申告者は一時的輸入税関担保(TIB)の延長を要請する権限を有する。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XA は必須のTIB入力ﾚｺｰﾄﾞである。 
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はXNである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子XOは一時的輸入税関担保(TIB)の延長依頼に関する結果を提供する必須のTIB出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はXSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XA (入力)
これは申告者が一時的輸入税関担保(申告種類符号23)の延長を要請できるようにする必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XA (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置
（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常に Xに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にA.に等しくなければならない。
	

	納税申告の地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	納税申告の地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関業者番号又は通関申告者略号

	3AN
	7‑9
	M
	合衆国･税関国境警備局(CBP)により現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、CBP申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。 
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	フィラー
	62AN
	19‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XO (出力)
これは一時的輸入税関担保の延長依頼に関する結果についての通知を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 XO (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常に Xに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にOに等しくなければならない。
	

	納税申告の地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	納税申告の地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関業者番号又は通関申告者略号

	3AN
	7‑9
	M
	税関国境警備局(CBP)により現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、CBP申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。 
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	19‑21
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	説明［叙述］的メッセージ
	40X
	22‑61
	M
	一時的輸入税関担保の延長依頼が承認又は拒絶されていたかどうか、若しくはその依頼が無効だったかどうかを示す説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	19AN
	62‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X1 (出力)
これは一時的輸入税関担保(TIB)が何時期限切れする予定になっているかについての通知を提供する必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは申告種類符号23(TIB)納税申告に限り返される。このﾚｺｰﾄﾞはTIB担保の有効期限がまもなく終了し、何ら対処しなければ罰金が生ずる可能性もあると言う申告者への警告の役割を果たす。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 X1 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にXに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に １に等しくなければならない。
	

	納税申告の地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	納税申告の地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関業者番号又は通関申告者略号

	3AN
	7‑9
	M
	税関国境警備局(CBP)により現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、CBP申告番号の最初の3桁を通関申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の通関申告者略号と同一でなければならない。 
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	登録輸入者番号
	12X
	19‑30
	M
	登録輸入者を表す番号。
	

	一時的輸入税関　担保(TIB)の有効期限
	6N
	31‑36
	C
	一時的輸入税関担保の有効期限を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	延長の総数

	1N
	37
	C
	一時的輸入税関担保による納税申告がこれまでに延ばされた回数合計を表す数字。
	

	フィラー
	43AN
	38‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


  TIB-6                                                            Temporary Importation Bond                                              January 2000
           April 2011                                         Temporary Importation Bond                                                TIB-5

